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これまで、主に環境曝露濃度
を推定するモデルの開発や排
出量推計の分野の研究に携わ
り、得られた成果は ADMER
のようなソフトウエアやリス
ク評価書として、広く社会に
還元してきました。今後も、
ツールや評価書のような“目
に見える製品”を生み出すと
いう明確な目標をもって研究
活動を行っていきたいと考え
ております。

（2）並列計算処理による高速化
化学物質の大気中への拡散計算を並列処理す

ることにより高速化を図りました。市販のク
アッドコアCPUを搭載したパソコンを用いる
場合、計算が約3倍高速化されました。
（3）サブグリッドグループの導入
従来のVer.2.0では、サブグリッド計算を行

う場合、ADMERグリッドを1つずつサブグ
リッド計算対象として登録しなければならず煩
雑な操作が必要でした。Ver.2.5では、複数の
ADMERグリッド（サブグリッドグループ）をま
とめて、一度に計算できるように改良しました。
（4）アメダスデータダウンロード機能 
必要なデータだけを専用フォーマットで、産

総研のADMERサイト※からネットワーク経由
にてダウンロードできるようになりました。こ
れにより、アメダス観測年報CD−ROMを用い
なくても、ADMER用気象データが作成可能と
なりました。
（5）その他の改良点
プログラム本体や各種データを、容易にバー

ジョンアップできるようになりました。また、
表示色や階級値の設定操作を使いやすくするな
どの改良も同時に行いました。

今後の展開
今後は、データの自動アップデート機能を

利用して、気象データや各種指標データなど
の供給を行っていきます。また、講習会など
を通じてADMERの普及を図りたいと考えてい
ます。

Google EarthTMを利用した大気汚染予測ソフト
衛星写真上に化学物質の大気中濃度マップを表示

曝露･リスク評価大気拡散モデル（ADMER）の公開
化学 物 質 の 広 域 大 気 中 濃 度 分 布 や 曝 露

人口分布を予測するソフトウエアADMER
（Atmospheric Dispersion Model for Exposure 
and Risk Assessment）をバージョンアップし、
2008年8月5日から無償でダウンロードできるよ
うにしました。

ADMERは、日本の各地域における化学物質
の大気中濃度を排出量と気象条件から計算する
モデルであり、2002年から無償公開してきま
した。今回のバージョンアップでは、Google 
EarthTMの衛星写真上での濃度マップ表示、並
列計算処理による高速化、操作性の向上、気象
庁アメダスデータのダウンロード機能の搭載な
どの改良を行いました。Google EarthTMを利用
して大気汚染濃度の分布を表示するソフトウエ
アは、日本では初めてです。

今回のバージョンアップのポイント
（1）Google EarthTMでの化学物質の大気中濃
　　度マップ表示

以前からADMERには地図表示機能がありま
したが、背景地図は市町村境界程度のものし
か内蔵されていないため、詳細な地図は別に
入手する必要がありました。そこで、Ver.2.5
では、 Google EarthTMの衛星写真の上に計算結
果（濃度マップ）を表示する機能を加えました。
Google EarthTMを利用することにより、ユー
ザーは高価な地図データを使用せずに簡便かつ
無償で詳細な地図データを背景として利用する
ことが可能となりました。
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サブグリッドの
拡大表示例

ADMER Ver.2.5 での Google EarthTM を用いた大気中のベンゼン濃度分布表示の例

サブグリッドの
拡大表示例


